
                  会 員 71 名中  52 名出席 出席率 73.24%  

修 正 58 名出席      出席率 81.69%  

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 6 名 

例会場：クーラクーリアンテサンパレス 福島市上町 4-30 ／ 開催日：毎週水曜日 12 時 30 分 

◆会長挨拶   菅野 良二 会長                     

1 月３１日はポールハリス追悼夜間例会を福島 21 ロータリーク

ラブ合同で開催されます。福島 21 ロータリークラブからは２４名

の方々が参加されますので是非、当クラブからも多くの方々に参加

していただきたく思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

今日はロータリークラブの歴史と最近の財団について話させていただきます。

ロータリーは、一人のアメリカ人によって始まりました。その人の名は、ポール

ハリス。シカゴで弁護士として働いていたハリスが、世界初のロータリークラブ(シカゴ・ロータ

リークラブ)を設立したのは、今から 119 年前の１９０５年２月 23 日。さまざまな分野の職業人

が集まって知恵を寄せ合い、生涯にわたる友情を培うことのできる場をつくることが、ハリスの夢

でした。設立以来、ロータリーは徐々に人道的奉仕にも活動を広げ、   

今ではさまざまな職業や文化をもつロータリー会員が日々、さまざまな課

題を解決するために草の根活動や国際的な取り組みを行なっています。 

ポールハリスはこのようなことも言っています。 

「ロータリーが私たちにとって何を意味するにせよ、世界は、その活動成果によってロータリー

を知るのです」 

ロータリーのコミットメントでは、真に国際的な団体であるロータリーは、創設後わずか１６年

の間に 6 大陸へと広がりました。日本では１９２０年(大正９年)今から１０４年前に初のロータリ

ークラブ(東京ロータリークラブ)が設立されました。今やロータリーの会員は、世界が直面する諸

問題を解決するために、地球の隅々で活動しています。 

ロータリーは大きな夢を掲げ、常に高い目標を掲げています。１９７９年にはフィリピンで 600

万人の子どもにポリオの予防接種を行うプロジェクトを開始し、これが世界的なポリオ根絶活動の

きっかけとなりました。野生型ポリオウイルスが常在する国は、１９８８年の 125 カ国から、現在

はわずか 2 カ国に減っております。 

≪2022−23 年度補助金の概要≫ 

地区補助金の数    473 授与総額は 26,000,000 ドル 

災害救援補助金の数  324 授与総額は 15,000,000 ドル  

グローバル補助金の数 1,092 授与総額は 55,000,000 ドル 

大規模ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ補助金の数 1  授与総額は 2,000,000 ドル です。 

今後とも皆様もロータリーアンとして誇りに持って今後の奉仕活動を続けていっていただける

ようお願い申し上げまして会長挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

第２２回例会 

2024.1.24 



◆米山奨学生授与(ﾘﾝ･ｲﾝﾃｲさん)   ◆福島成蹊高校奨学金授与         
                               校長 本田哲朗様のご挨拶 

            

 

 

 

 

 

 

 

◆ゲスト ピアニスト吉田昴城様（ 祈り ～請戸小のピアノが奏でる光の音色～） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会員スピーチ  植松 みち子会員、  木村 学会員                  
大学病院で医療の現場を 

経験した後、企業や健康保険 

組合の保健師として働く人々 

やその家族の皆さんの健康支 

援に関わり 1993 年からﾌﾘｰの 「福島ノーミ株式会社」                                 

保健師として活動。2017年 4月 代表取締役社長 木村 学                                                              

≪熱い！自己紹介≫ 「株式会社 みち」を設立する。     

                          代表取締役 植松 みち子 

何でも気軽にご相談ください！ 


